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令和３年１月12日に、尾花
沢市と山形市との間で山形連
携中枢都市圏連携協約を締結
しました。

｢連
携
中
枢
都
市
圏
｣は
、
中
核
市
で
あ
る
山
形
市
を
中

心
に
、
近
隣
の
市
町
村
同
士
が
連
携
し
て
経
済
の
活
性
化

や
都
市
機
能
の
強
化
、
生
活
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
形
成
す
る
圏
域
で
す
。

こ
の
度
、
新
た
に
尾
花
沢
市
と
大
石
田
町
が
加
わ
り
、

構
成
市
町
は
村
山
地
区
７
市
７
町
(※
)と
な
り
、
圏
域
人

口
は
約
55
万
２
千
人
(２
０
１
５
年
時
点
）と
な
り
ま
し
た
。

今
後
、
様
々
な
連
携
事
業
を
実
施
し
、
圏
域
の
活
性
化

を
図
る
な
ど
、
各
市
町
の
強
み
を
組
み
合
わ
せ
て
一
丸
と

な
り
、
東
北
地
方
の
中
で
も
一
番
元
気
な
エ
リ
ア
と
し
て

発
展
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

(※
)山
形
市
・
寒
河
江
市
・
上
山
市
・
村
山
市
・
天
童
市
・

東
根
市
・
尾
花
沢
市
・
山
辺
町
・
中
山
町
・
河
北
町
・

西
川
町
・
朝
日
町
・
大
江
町
・
大
石
田
町

尾
花
沢
市
そ
ば
生
産
振
興
協
議
会
は
、
そ
ば
生
産
者
と
販
売

店
(そ
ば
店
)、
Ｊ
Ａ
、
行
政
か
ら
な
る
官
民
一
体
の
組
織
で
、

原
種
最
上
早
生
の
種
子
確
保
と
尾
花
沢
そ
ば
の
生
産
、
振
興
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

原
種
最
上
早
生
の
種
子
は
、
他
品
種
と
の
交
配
を
防
ぎ
、
収

穫
量
を
増
や
す
た
め
、
宝
栄
牧
場
内
で
高
地
隔
離
栽
培
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
原
種
最
上
早
生
を
市
内
そ
ば
店
で
１

年
を
通
し
て
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、「
尾
花
沢

そ
ば
」
の
知
名
度
向
上
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
そ
ば
作
付
面
積
や
収
穫
量
で
県
内
ト
ッ
プ
を
誇
る

こ
だ
わ
り
の
「
尾
花
沢
そ
ば
」
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
を
目
指
す
た

め
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
特
別
テ
レ
ビ
番
組
を
制
作
し
ま
し
た
。

種
子
生
産
か
ら
販
売
ま
で
、「
尾
花
沢
そ
ば
」
の
全
て
を
網
羅

し
た
こ
の
番
組
は
、
宮
城
県
内
で
２
月
13
日
に
放
送
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
、「
尾
花
沢
市
公
式
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
」
へ
掲
載
す
る

ほ
か
、
様
々
な
場
面
で
活
用
し
て
い
き
ま
す
。



尾花沢市そば生産振興協
議会で、県外視聴者向けの
尾花沢そばＰＲ番組を制作。
「思わず尾花沢にそばを食
べに行きたくなる」番組が
できました。

▲写真左から菅根光雄尾花沢市長、佐藤孝弘山形市長、
村岡藤弥大石田町長

▲宝栄牧場での撮影の様子。そば店主とそば生産者が、「オー
ル尾花沢産そば」ができるまでの熱い思いを語ります。

【「山形連携中枢都市圏｣に加わると
何ができるの？】

各市町が連携して様々な施策を実施することで、
人口減少・少子高齢化社会にあっても、山形県ひい
ては東北地方の中核として地域ごとの特色を相互に
活かしながら、今まで以上に市民サービスの向上を
図っていくことができます。
・広域観光の促進
・次世代型医療用重粒子線照射装置利用のＰＲ
・病児・病後児保育施設の広域利用
・子育て支援センターの相互利用など

▲｢おやじたちの粋なそば｣と題し、山形県ゆかりの俳優がそば
店や宝栄牧場をめぐり、屋花沢そばの美味しさの秘密にせま
る番組構成となっています。


